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はじめに

このプロダク ト ノー トには、 ドキュ メ ン トが出版された後に知られるよ うになった、
Sun SPARC® Enterprise M8000/M9000 サーバのハード ウェア、 ソフ ト ウェア、 およ
びドキュ メ ン トに関する重要な最新情報が記載されています。

テクニカルサポート
Sun SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバのドキュ メン トに記載されていない技術
的な質問や問題がある場合は、 お近くの Sun™ サービス担当員にお問い合わせくだ
さい。

米国またはカナダのお客様は、 1‐800‐USA‐4SUN （1‐800‐872‐4786） にお電話くださ
い。 その他の地域のお客様は、 次の Web サイ ト で、 最も近い World Wide Solution 
Center をお探し ください。

http://www.sun.com/service/contacting/solution.html/

ソフ トウェアリソース
SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバには、 Solaris™ Operating System および
Sun Java™ Enterprise System ソフ ト ウェアがプレインス トールされています。
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最新パッ チの入手方法

Sun SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバの必須 Solaris パッチは、 システムにプ
レインス トールされています。 パッチの一覧については、 「Solaris パッチ情報」 （P.2）
を参照して ください。

Sun Connection Update Manager を使用して、 必要に応じてパッチを再インス トー
ルするか、 または最新の必須パッチのセッ トでシステムを更新するこ とができます。

Sun Connection Update Manager に関する情報は、 次の Web サイ トにある 『Sun 
Update Connection System 1.0.8 Administration Guide』 に記載されています。 

http://docs.sun.com/app/docs/doc/819-4687

最新の Solaris OS パッチを入手するには、 次の手順に従ってシステムを登録し、 Sun 
Connection Update Manager を使用します。

インス トール情報と README ファ イルは、 パッチのダウンロードに含まれていま
す。

注 – Sun Connection Update Manager を使用する前に、 パッチ 123003‐03 および
124171‐06 をシステムにインス トールする必要があ り ます。 これらのパッチは、 必要
に応じて http://sunsolve.sun.com/ からダウンロードできます。

パッチの入手方法には次の 2 つのオプシ ョ ンがあ り ます。

■ 「smpatch CLI を使用してパッチを入手」 （P.viii）
■ 「Update Manager GUI を使用してパッチを入手」 （P.x）

smpatch CLI を使用してパッチを入手 
1. ファイル /usr/lib/breg/data/RegistrationProfile.properties を /tmp

ディ レク ト リにコピーします。

2. ユーザー名、 パスワード、 および必要に応じてネッ トワークプロキシを追加するよう
に、 フ ァイル /tmp/RegistrationProfile.properties を編集します。 

3. 次のコマンドを入力し、 システムを登録します。

4. 次のコマンドを入力し、 システムの正しいパッチを入手します。

# sconadm register -a -r /tmp/RegistrationProfile.properties

# smpatch set patchpro.patchset=semxxxxxxxx
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5. 次の手順に従って、 各パッチをインス トールします。 
パッチは、 Sun Connection Update Manager でダウンロードできます。 

a. 次のように入力し、 パッチを /var/sadm/spool ディ レク ト リにダウンロード し
ます。

b. パッチを解凍するには、 次のように入力します。

c. ファイル /var/sadm/spool/xxxxxx‐xx/README.xxxxxx‐xx に示されている特別
なインス トール手順に従って、 パッチをインス トールします。 

6. パッチをインス トールした後、 システムの再起動が必要になることがあります。

注 – init コマンド または shutdown コマンドを使用します。 reboot コマンドで
は、 再起動が必要なパッチのインス トールは完了しません。 

7. 次のコマンドを入力し、 インス トールするパッチの一覧を表示します。

8. 次のコマンドを入力し、 パッチをダウンロード してインス トールします。

9. パッチのいずれかでシステムの再起動を求められた場合は、 ステップ 6 を参照して く
ださい。 

これでパッチのインス トールは完了しました。 

# smpatch update -i xxxxxx‐xx

# cd /var/sadm/spool

# unzip xxxxxx‐xx.jar

# init 6

# shutdown -i6

# smpatch analyse

 # smpatch update
はじめに ix

 



Update Manager GUI を使用してパッチを入手

1. ファイル /usr/lib/breg/data/RegistrationProfile.properties を /tmp
ディ レク ト リにコピーします。

2. ユーザー名、 パスワード、 および必要に応じてネッ トワークプロキシを追加するよう
に、 フ ァイル /tmp/RegistrationProfile.properties を編集します。 

3. 次のコマンドを入力し、 システムを登録します。

4. Update Manager を起動します。

5. Update Manager の Available タブで、 ドロップダウンメニューを開き、 Update 
Collection から Sun SPARC® Enterprise M4000/M5000/M8000/M9000 Servers を
選択します。 
Update Manager は、 必要なパッチがあるかど うか、 システムを分析します。

6. パッチ xxxxxx‐xxが推奨される場合、 パッチ ID の左側にあるボックスをク リ ッ クし
てこのパッチを選択し、 Install ボタンをク リ ッ クします。 
パッチは /var/sadm/spool にダウンロード されます。

7. 引き続き、 次のように入力します。 

8. ファイル /var/sadm/spool/xxxxxx‐xx/README.xxxxxx‐xx に示されているインス
トール手順を実行します。

9. xxxxxx‐xx をインス トールした後、 システムの再起動が必要になることがあります。 
Update Manager の指示に従って再起動するか、 あるいは次のよ うに shutdown コマ
ンド または init コマンドを使用します。

# sconadm register -a -r /tmp/RegistrationProfile.properties

# /usr/bin/updatemanager

# cd /var/sadm/spool

# unzip xxxxxx‐xx.jar

# init 6

# shutdown -i6
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注 – Update Manager、 init コマンド、 または shutdown コマンドを使用します。
reboot コマンドでは、 再起動が必要なパッチのインス トールは完了しません。 

10. 再び Update Manager を起動して、 Enterprise Server コレクシ ョ ンを選択します。 

11. Update Manager で新しい分析が自動的に開始されない場合は、 Check for 
Updates ボタンをク リ ッ クします。

12. パッチの一覧で、 パッチ ID の左側にあるボックスをオンにしてパッチを選択します。

13. Install ボタンをク リ ッ クします。 
Update Manager は、 パッチをダウンロード してインス トールします。 

14. パッチのいずれかでシステムの再起動が求められた場合は、 ステップ 9 を参照して く
ださい。 

これでパッチのインス トールは完了しました。 

追加情報

追加情報については、 Solaris ドキュ メ ン トに付属の リ リース ノー ト 、 および最新の
『Solaris 10 Sun Hardware Platform Guide』 を参照して ください。 また、 このマニュ
アルに追加の補足がないかど うか、 ドキュ メ ン ト Web ページを確認して ください。
最新情報は、 次の Web サイ トに掲示されます。

http://www.sun.com/documentation/
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ドキュ メン トの 利 用について
Sun SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバを増設、 管理、 および使用する手順は、
Sun SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバのドキュ メン トで説明しています。 ドキ
ュ メ ン ト セッ ト一式は、 次の Web サイ トからダウンロードできます。

http://www.sun.com/documentation/

注 – これらのプロダク ト ノー トの情報は、 Sun SPARC Enterprise M8000/M9000 サ
ーバのドキュ メン トの情報に優先します。

Solaris Operating System （Solaris OS） のドキュ メ ン トは、 次の場所にあ り ます。

http://www.sun.com/documentation/

コ メン トの送付先
Sun はドキュ メン トの品質向上に関心があ り、 お客様のコ メン トや提案を歓迎してい
ます。 次の URL からコ メ ン ト を投稿できます。

http://www.sun.com/hwdocs/feedback/

フ ィードバッ クには、 次のドキュ メ ン ト タ イ トルと Part No. も記載して ください。

Sun SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバ プロダク ト ノー ト  XCP 1041 版、
Part No. 820‐2447‐10
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SPARC Enterprise M8000/M9000 サ
ーバ プロダク ト ノート

本書は、 次の項で構成されています。

■ サポート されているファームウェアおよびソフ ト ウェアのバージ ョ ン

■ Solaris パッチ情報

■ 既知の問題

■ XSCFU 二重化機能に伴う留意事項

■ ハード ウェアのインス ト レーシ ョ ンおよびサービスに関する問題

■ ハード ウェアドキュ メ ン トの変更予定

■ ソフ ト ウェアおよびファームウェアに関する問題

■ ソフ ト ウェアドキュ メ ン トの変更予定

サポート されているファームウェアおよ
びソフ トウェアのバージ ョ ン
本リ リースでは、 次のファームウェアと ソフ ト ウェアのバージ ョ ンがサポート されて
います。

■ サーバには、 XSCF Control Package （XCP） 1041 以降がプレインス トールされて
います。 

■ これらのサーバをサポート している Solaris OS は、 Solaris 10 11/06 OS 以降です。

注意 – CR ID 6534471 ： 通常の操作中に、 システムがパニッ クまたは ト ラ ップする
こ とがあ り ます。 CR ID 6534471 の回避方法を実行するか、 またはパッチが入手可能
かど うかを確認し、 パッチをただちにインス トールして ください。 この CR は、
「Solaris の問題と回避方法」 （P.11） の項に示されています。

■ XCP 1041 は、 Capacity on Demand （COD） をサポート します。 
■ XCP 1041 は、 Sun PCI ボッ クスをサポート します。
1

 



ネッ ト ワーク上の Solaris WAN ブートサーバから SPARC Enterprise M8000/M9000
サーバをブートする場合は、 実行可能ファ イル wanboot をアップグレードする必要
があ り ます。 詳細については、 「WAN ブートサーバからのブート 」 （P.15） を参照し
て ください。

注 – サポート されているファームウェアと ソフ ト ウェアのバージ ョ ンに関する最新
情報については、 「ソフ ト ウェア リ ソース」 （P.vii） を参照して ください。

Solaris パッチ情報
次に示すパッチは、 SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバに必須です。 

注 – 次に記載する各パッチ ID には、 2 桁のサフ ィ ッ クスで示される リ ビジ ョ ンレベ
ルが含まれます。 最新パッチリ ビジ ョ ンがあるかど うか、 SunSolve.Sun.COM を確
認して ください。 最新パッチを探す方法については、 「ソフ ト ウェア リ ソース」
（P.vii） を参照して ください。

次の順序でパッチをインス トールします。

■ 118833‐36 

パッチ 118833‐36 をインス トールした後、 ド メ インを リブート してから次へ進みま
す。

■ 125100‐08

少なく と もバージ ョ ン 125100‐08 はインス トールします。 その他のパッチ要件の一
覧については、 125100‐08 README ファ イルを参照して ください。

■ 123839‐07
■ 120068‐03 
■ 125424‐01
■ 118918‐24 
■ 124208‐01
■ 120222‐18 
■ 125127‐01 

パッチ 125127‐01 をインス トールした後、 ド メ インを リブート してから次へ進みま
す。
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既知の問題
この項では、 本リ リースにおける既知のハード ウェアおよびソフ ト ウェアの問題につ
いて説明します。

一般的な機能の問題と制限
■ Dynamic Reconfiguration （DR） コマンドの addboard、 deleteboard、 および

moveboardは次に示す場合に使用が制限されるので、 DR はこれらの場合には推
奨されません。

■ オプシ ョ ン I/O カードを搭載したターゲッ ト ボード （ SB/XSB ） 
■ カーネルメモ リ を搭載したターゲッ ト ボード (SB/XSB)

「ターゲッ ト ボードのカーネルメモ リの識別」 （P.14） を参照して ください。

注意 – サポート されていない構成で DR を使用する と、 ド メ インがパニッ ク した り、
システムがハングする場合があ り ます。 

■ ZFS ファ イルシステムを使用している ド メ インは、 DR を行う こ とができません。

■ SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバでは、 eXtended System Control Facility
（XSCF） ユニッ ト （サービスプロセッサ） の二重化はサポート されません。

■ CD‐RW/DVD‐RW ド ラ イブユニッ ト とテープド ラ イブユニッ トは、 同時に使用し
ないでください。 

■ cfgadm （1M） コマン ドを使用して、 ド メ イン内の CD‐RW/DVD‐RW ユニッ トお
よび （または） テープド ラ イブユニッ ト を追加または削除しないでください。 ド
メ インで Solaris OS を起動する前に、 cfgdevice （8） コマンドを使用して、
CD‐RW/DVD‐RW ド ラ イブユニッ トおよび （または） テープド ラ イブユニッ ト を
ド メ インに接続します。

■ XSCF Web ブラウザインターフェース （BUI と も呼ばれます） は、 本リ リースでは
機能の一部のみを使用できます。 使用可能になっているのは、 XSCF ファームウェ
アのインポートおよび snapshot の Full ログセッ トの採取機能のみです。 これ以外
の操作には、 サービスプロセッサおよびド メ インでコマンド ラ インインターフェ
ース （CLI） を使用して ください。

■ 各ド メ インで、 次のカードを 3 枚以上 （または組み合わせて 3 枚以上） 使用するこ
とはできません。

■ 4447A‐Z/X4447A‐Z, PCIe Quad‐port Gigabit Ethernet Adapter UTP
■ 1027A‐Z/X1027A‐Z, PCIe Dual 10 Gigabit Ethernet Fiber XFP

■ XSCF ユニッ トのホッ トプラグはサポート されていません。
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■ PCI Hot‐Plug （PHP） は、 本リ リースでは使用できません。 追加情報およびソフ
ト ウェアサポートについては、 テクニカルサポート または販売担当員に確認して
ください。

■ XCP ファームウェアをアップグレードする前に、 すべてのド メ インの電源を切断
して ください。

■ 単一のド メ イン内の IOUA カードの最大数は 6 枚です。単一ド メ インで構成されて
いる SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバには、 6 枚を超える IOUA カードは
増設しないでください。 
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XSCFU二重化機能に伴う留意事項
XSCFUの二重化機能がサポートされるまでのあいだ、ドキュメントの記述と実際の
動作で以下の点が異なります。

■ 基本筐体用XSCFユニット#1(XSCFU_B#1)および拡張筐体用XSCFユニット
#1(XSCFU_C#1)のREADY LEDが点滅を続け、点灯に変化しません。

■ 基本筐体用XSCFユニット#1(XSCFU_B#1)には、シリアルケーブル、LANのいずれ
を使用してもログインすることができません。

■ XSCFのshowhardconf(8)を使用した場合、基本筐体用XSCFユニット
#1(XSCFU_B#1) および拡張筐体用XSCFユニット#1 (XSCFU_C#1)に関して、以下
のように表示されます。
    XSCFU_B#1 Status:Normal,Offline; Ver:0000h; Serial:;
       + FRU‐Part‐Number:;
    XSCFU_C#1 Status:Normal,Offline; Ver:0000h; Serial:;
       + FRU‐Part‐Number:;

■ XSCFのswitchscf(8)は以下のメッセージを表示して異状終了します。
ʺXSCF cannot be switched because the other XSCF is not available.ʺ

■ XSCFのapplynetwork(8)使用時、以下のメッセージが表示されますが、無視して
も差し支えありません。
ʺThe other XSCF could not apply the network settings.ʺ

■ XSCFの次のコマンドを使用した場合、ʺCannot communicate with the other 
XSCF. Check the other XSCFʹs state.ʺというメッセージが表示されますが、無視し
ても差し支えありません。
対象となるコマンド:showhostname(8), setssh(8), settelnet(8), setntp(8),　
sethttps(8)
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ハードウェアのインス ト レーシ ョ ンおよ
びサービスに関する問題
この項では、 ハード ウェア固有の問題とその回避方法について説明します。

問題と回避方法

表 1 に既知のハード ウェアの問題と実行可能な回避方法を示します。

表 1 特定の問題と回避方法

CR ID 説明 回避方法

6433420 ブート中、ドメインコンソールがMailbox 
timeoutまたはIOCB interrupt timeout errorを
表示することがあります。

OBP (OK)プロンプトからreset-allコマンド
を発行し、リブートしてください。

6488846 ブート中、ドメインコンソールが
SG(X)PCI2SCSIU320‐Z SCSIコントローラI/Oカ
ードのchecksum errorを表示することがありま
す。

最新のコントローラカードファームウェアが提
供されているかご確認ください。
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ハードウェアドキュ メン トの変更予定
この項では、 ドキュ メ ン トが出版された後に知られるよ うになった、 ハード ウェアの
最新情報を示します。

表 2 ドキュ メ ン トの変更予定

タイ トル ページ番号 変更内容

SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバ
のすべてのドキュ メ ン ト

DVD とい う表記は、 CD‐RW/DVD‐RW と読み替え
て ください。

SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバ
サービスマニュアル

4‐16 第 4.7 項 （M9000 拡張筐体付きで二系統受電の場合
の電源投入 ・ 切断順序） で、 手順が変更されまし
た。 
「拡張筐体付きシステムの電源投入／切断の手順」
（P.8） を参照して ください。 

SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバ
サービスマニュアル

20‐9 第 20.2.1 項 （バッ クプレーンの停止交換） で、 トル
クを設定する手順が変更されました。

「電源バーを取り付ける場合、 ねじサイズに合わせ
て、 下記トルク値で行って ください。

M8 ボル トの場合、 8.24 N.m （82 kgf.cm） の トルク
を使用します。

M6 ボル トの場合、 3.73 N.m （38 kgf.cm） の トルク
を使用します」

SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバ
サービスマニュアル

21‐1 第 21.1 項 （センサーユニッ トの交換） で、 図の説明
が変更されました。

「図 21.1、 図 21.2、 および図 21.3 は、 それぞれ
SPARC Enterprise M8000 サーバ、 SPARC 
Enterprise M9000 サーバ （基本筐体）、 および拡張筐
体付き SPARC Enterprise M9000 サーバの基本筐体
側のみのセンサーユニッ トの搭載位置を示します。」
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注 – 次の情報は、 『SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバサービスマニュアル』 の
情報に優先します。

拡張筐体付きシステムの電源投入／切断の手順

ここでは、『SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバ サービスマニュアル』の4‐16ペ
ージ「4.7 M9000 拡張筐体付きで二系統受電の場合の電源投入・切断順序」を訂正し
ます。

拡張筐体付きシステムの場合、メインラインスイッチを投入または切断するときに
は、必ず以下の順序で行います。

・電源投入

1.  拡張筐体のメインラインスイッチをすべて投入します。

二系統受電用に電源筐体が接続されている場合は、そのメインラインスイッチもすべ
て投入します。

2. 基本筐体のメインラインスイッチをすべて投入します。

二系統受電用に電源筐体が接続されている場合は、そのメインラインスイッチもすべ
て投入します。

・電源切断

1. 基本筐体のメインラインスイッチをすべて切断します。

二系統受電用に電源筐体が接続されている場合は、そのメインラインスイッチもすべ
て切断します。

2.  拡張筐体のメインラインスイッチをすべて切断します。

二系統受電用に電源筐体が接続されている場合は、そのメインラインスイッチもすべ
て切断します。
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ソフ トウェアおよびファームウェアに関
する問題
この項では、 特定のソフ ト ウェアとファームウェアの問題とその回避方法について説
明します。

XCP に関する問題と回避方法

表 3 に XCP の問題と実行可能な回避方法を示します。

表 3 XCP に関する問題と回避方法

CR ID 説明 回避方法

6486286 ド メ インコンソールの接続を切断したと き、 シ
ェルがキャンセルされません。

コンソールの接続を終了する前に、 必ず
Solaris OS からログアウ ト します。 
誤ってログアウ トせずにド メ インコンソールを
切断した場合は、 次の手順に従って ください。

• 再びド メ インコンソールにログインします。

• ログアウ ト します。

• コンソールの接続を終了します。

6519877 XCP ファームウェアをアップグレードする場
合は、 ド メ インの電源が切れている必要があ り
ます。

flashupdate コマンドを実行する前に、 ド メ
インの電源を切って ください。

6521896 ブート中のSCFにログインすると、XSCF>プロ
ンプトの代わりにbash$プロンプトを取得し、
ほとんどの操作を実行できなくなることがあり
ます。

bash$プロンプトをログアウトし、SCFがブー
トを完了するまで待ってください。

6526186 IOU オンボードデバイスカード （IOUA） のホ
ッ ト プラグは、 現時点でサポート されていませ
ん。 

回避方法はあ り ません。 この機能に対するパッ
チが入手可能かど うか確認して ください。 

6529635 showdomainstatus -a コマンドではドメイ
ンステータスがPowered Offと表示されます
が、showboards -a コマンドではドメインが
テスト中と表示されます。

showboardsコマンドを使用して、システム電
源のステータスを確認してください。

showdomainstatusコマンドでは、正しいス
テータスを表示するのに、より時間がかかりま
す。

6532036 コンフィギュレーションデータをアップデート
するコマンドに、実行に比較的長い時間を要す
るものがあります。

set* コマンドをキャンセルしないでくださ
い。これらのコマンドはハングしたように見え
ますが、最終的には約30秒以内に完了します。
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6533158 障害（memory.block.ue）が周期的に見つか
り、報告されます。

あるDIMMの中にuncorrectable error が存在し
ており、このDIMMは交換されるべきです。

6537345 XSCF Web を使用してファームウェアイ メージ
をインポートする と きにイ メージが破損してい
る （たとえばインポート中にブラウザウ ィ ン ド
ウが閉じている） 場合、 後に flashupdate コ
マンドで内部エラーが報告される こ とがあ り ま
す。 CR ID 6537996 も同様です。

コマンド getflashimage -d を使用し、 破損
したイ メージを削除します。 必要に応じて、
XSCF ユニッ ト を リブー ト してから、 再度
flashupdate コマンドを使用して内部エラー
をク リ アします。 

 6538022 XSCF ファームウェアは自らを監視し、 不整合
が検出される と強制的にリブート します。 

回避方法はあ り ません。 XSCF ユニッ トに リブ
ー ト を完了させます。 約 5 分以内に通常の操作
に戻り ます。

6538564 rebootxscfを使用すると、process down 
errorになることがあり、これはMSG ID SCF‐
8005‐NEのFMA eventの可能性があります。

回避方法はあ り ません。 この不具合に対するパ
ッチが入手可能かど うか確認して ください。 

6543260 showaudit all コマンドが、データベースの
クリア後、policy sectionにdefaultsの長いリス
トを表示します。

以下の設定で、データベースをアップデートし
てください: 
setaudit -a opl=enable

setaudit -a opl=default

表 3 XCP に関する問題と回避方法  （続き）

CR ID 説明 回避方法
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Solaris の問題と回避方法

表 4 に Solaris の問題と実行可能な回避方法を示します。

表 4 Solaris の問題と回避方法

CR ID 説明 回避方法

6303418 SPARC Enterprise M9000 において、1ドメイ
ンあたりの CPUスレッド数が170を超えた場
合、ハングアップする場合があります。

170CPUスレッドを超えないようにしてくださ
い。

Solaris OS のpsradm(1M)コマンドを使用して
余分なCPUスレッドをオフラインし、CPUスレ
ッドの数を1CPUコアあたり1つに制限してくだ
さい。

例えば、すべての奇数の CPU スレッドをオフ
ラインにするなどです。

6459540 DAT72 内蔵テープド ラ イブがテープの処理中
にタイムアウ トする こ とがあ り ます。 
またデバイスは、 システムに QIC ド ラ イブと
して識別されるこ と もあ り ます。 

Solaris の /kernel/drv/st.conf ファ イルを
次のよ うに更新して ください。

tape-config-list = "QUANTUM DAT    
DAT72-00", "QUANTUM DAT    DAT72-
00", "CFGQUANTUMDATDAT7200", 
"SEAGATE DAT    DAT72-00", "SEAGATE 
DAT    DAT72-00", 
"CFGSEAGATEDAT7200";

CFGQUANTUMDATDAT7200 = 
2,0x34,0,0x18619,4,0x47,0x47,0x47,0
x47,3,0,600,600,600,600,600,10800;

CFGSEAGATEDAT7200 = 
2,0x34,0,0x18619,4,0x47,0x47,0x47,0
x47,3,0,600,600,600,600,600,10800; 

6472153 SPARC Enterprise Mx000 サーバ以外のサーバ
上にSolarisのinstall imageまたはboot imageを
作成し、それをSPARC Enterprise Mx000 サー
バ上で使用すると、コンソールのTTYフラグ
が正しく設定されません。これは、コンソー
ルのハングを引き起こすことがあります。

SPARC Enterprise Mx000 サーバにtelnetで入
り、コンソールのTTYフラグを以下のようにリ
セットしてください:
# sttydefs -r console

# sttydefs -a console -i "9600 
hupcl opost onlcr crtscts" -f 
"9600" 

6485555 レースコンディシ ョ ンによ り、 オンボードの
Gigabit Ethernet NVRAM に障害が発生しま
す。 

NVRAM に障害が発生している場合、 デバイス
はネッ ト ワークデバイス と して認識されませ
ん。 サービス担当員に問い合わせて、 FRU を
交換して ください。
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6498283 ド メ インで psradm操作の実行中に、 DR コマ
ンド deleteboard を使用する と、 システム
パニッ クが発生するこ とがあ り ます。 

回避方法はあ り ません。 この不具合に対するパ
ッチが入手可能かど うか確認して ください。

6505921 システム PCIe バスコン ト ローラの修正可能な
エラーによって、 無効な障害が発生します。

次の行を含むファ イル
/etc/fm/fmd/fmd.conf を作成して くださ
い。

setprop client.buflim 40m

setprop client.memlim 40m

6508432 PCIe の偽の修正可能なエラーが FMA エラー
ログに多数記録される こ とがあ り ます。 

この問題を回避するには、 次のエン ト リ を
/etc/system に追加します。

set pcie:pcie_aer_ce_mask = 0x31c1

6510779 大規模シングルド メ イン構成上、 システムが
誤って非常に高い負荷平均を報告するこ とが
あ り ます。

回避方法はあ り ません。 この不具合に対するパ
ッチが入手可能かど うか確認して ください。 

6510861 PCIe Dual‐Port Ultra320 SCSI コン ト ローラカ
ード （SG‐ （X） PCIE2SCSIU320Z） を使用し
ている と き、 PCIe の修正可能なエラーによっ
て Solaris のパニッ クが発生します。

この問題を回避するには、 次のエン ト リ を
/etc/system に追加して ください。

set pcie:pcie_aer_ce_mask = 0x31c1

6522017 ZFS ファ イルシステムを使用している ド メ イ
ンは、 DR を使用できません。

回避方法はあ り ません。

6527781 2つのドメイン間をDVD/DATドライブを移動
するときに、cfgadmコマンドで障害が発生し
ます。

有効な回避方法はありません。DVD/テープド
ライブを再構成するために、問題が検出された
ドメインでreboot -r を実行してください。

6530178 DR のaddboard コマンドがハングする場合が
あります。問題が検出されると、それ以上の
DR操作はブロックされます。復旧にはドメイ
ンのリブートが必要です。

回避方法はありません。このバグに対するパッ
チが入手可能かどうか確認してください。

6531036 boot net によるインス トール後に、 エラーメ
ッセージ network initialization 
failed が繰り返し表示されます。 

回避方法はあ り ません。 この不具合に対するパ
ッチが入手可能かど うか確認して ください。 

6534471 通常の操作中に、 システムがパニッ クまたは
ト ラ ップするこ とがあ り ます。

• 正しい /etc/system パラ メータを指定してい
るこ とを確認して ください。
set heaplp_use_stlb=0 

• パラ メータを変更しても問題が解決しない場
合は、 この不具合に対するパッチが入手可能
かど うか確認して ください。

表 4 Solaris の問題と回避方法  （続き）

CR ID 説明 回避方法
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6536564 I/O デバイスの障害が Solaris Fault 
Management Architecture で正し く診断され
ないために、
defect.eft.undiagnosable_problem が
発生した り、 または fault.io.* と診断され
ても別の IOU が識別された りする こ とがあ り
ます。

I/O 障害によ り Solaris がパニッ ク して リブー ト
した場合、 fmdump -eV を使用してエラーレポ
ート を表示します。 エラーレポートのデバイス
パスは、 エラーが検出された場所を示すもの
で、 I/O 障害の切り分けに役立ちます。

6539084 Sun 製の PCIe Quad‐port Gigabit Ethernet ア
ダプター UTP カード （X4447A‐Z） が リブー
ト中にパニッ クする こ とがあ り ます。

回避方法はあ り ません。 この不具合に対応した
パッチが入手可能かど うか確認して ください。

6539909 boot net install コマンドを使用して
Solaris OS をインス トールしている と き、 ネ
ッ ト ワークアクセスに次の I/O カードが使用
されません。

• 4447A‐Z/X4447A‐Z, PCIe Quad‐port 
Gigabit Ethernet Adapter UTP

• 1027A‐Z/X1027A‐Z, PCIe Dual 10 Gigabit 
Ethernet Fiber XFP

代替タイプのネッ ト ワークカード またはオンボ
ードのネッ ト ワークデバイスを使用し、 ネッ ト
ワーク経由で Solaris OS をインス トールして く
ださい。

6542632 driver attach が失敗する と、 PCIe モジュール
にメモ リ リークが発生します。

回避方法はあ り ません。 この不具合に対応した
パッチが入手可能かど うか確認して ください。

6545685 電源投入自己テス ト （POST） で修正可能なメ
モ リエラー （CE） が検出された場合、 ド メ イ
ンは誤って 4DIMM または 8DIMM に縮退す
るこ とがあ り ます。 

/etc/system で次のよ うに設定し、 使用され
る メモ リ巡回タイムアウ ト値を増やします。

set mc-opl:mc_max_rewrite_loop = 
10000

表 4 Solaris の問題と回避方法  （続き）

CR ID 説明 回避方法
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ターゲットボードのカーネルメモリの識別

ターゲッ ト ボード （SB/XSB） にカーネルメモ リがある場合、 Dynamic 
Reconfiguration の使用は推奨しません。 

1. XSCF にログインします。 

2. 次のコマンドを入力します。

次の例は、 showdevices -d コマンドの出力を示したもので、 0 は domain_id です。

4 列目の perm mem MB のエン ト リの値がゼロ以外の場合、 カーネルメモ リが存在す
るこ とを示します。

この例は、 1674 MB のカーネルメモ リが 00‐2 にあるこ とを示しています。

ボードにカーネルメモ リがある場合に deleteboard コマンド または moveboard コ
マンドを実行する と、 次の通知が表示されます。

3. ボードにカーネルメモリがある場合、n と入力して DR コマンドを中止します。 

XSCF> showdevices -d domain_id

XSCF> showdevices -d 0

...

Memory:
-------
             board     perm       base                  domain   target deleted remaining
DID XSB   mem MB  mem MB  address             mem MB  XSB    mem MB  mem MB
00  00-0    8192       0  0x0000000000000000   24576
00  00-2    8192    1674  0x000003c000000000   24576
00  00-3    8192       0  0x0000034000000000   24576

...

System may be temporarily suspended, proceed? [y|n]:

System may be temporarily suspended, proceed? [y|n]:n
disconnect SB5
DR operation canceled by operator.
XSCF>
14 Sun SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバ プロダク ト ノート  XCP 1041 版 • 2007 年 5 月

 



WAN ブート サーバからのブート

WAN ブートサーバから SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバをブートできるよ う
にするには、 次の手順を実行します。

1. WAN ブートサーバに Solaris 10 11/06 OS をインス トールします。 

2. 本リ リースから、 インス トールサーバ上の適切な場所に実行可能ファイル wanboot
をコピーします。詳しい方法については、『Solaris 10 Installation Guide: Network‐Based 
Installations』 または次の URL を参照して く ださい。

http://docs.sun.com/app/docs/doc/817-5504/6mkv4nh65?a=view

3. Solaris 10 11/06 OS から WAN ブート miniroot を作成します。 詳しい方法について
は、 次の URL を参照して く ださい。

http://docs.sun.com/app/docs/doc/817-5504/6mkv4nh63?a=view

実行可能ファ イル wanboot をアップグレード しないと、 SPARC Enterprise 
M8000/M9000 サーバは次のよ う なメ ッセージを表示して、 パニッ ク します。

krtld: load_exec: fail to expand cpu/$CPU
krtld: error during initial load/link phase
panic - boot: exitto64 returned from client program

WAN ブートの詳細については、 http://docs.sun.com/app/docs/doc/817-
5504/6mkv4nh5i?a=view を参照して ください。 

getflashimageの簡易版 man page

概要

getflashimage [-v] [[-q] -{y|n}] [-u user] [-p proxy [-t 
proxy_type]] url 

getflashimage -l 

getflashimage [[-q] -{y|n}] [-d] 

getflashimage -h 
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説明

getflashimage (8) コマンドは、 flashupdate (8) コマンドで使用されるファーム
ウェアイ メージファ イルをダウンロード します。 ファームウェアの以前のイ メージフ
ァ イルが XSCF ユニッ トにある場合、 そのファ イルは新しいバージ ョ ンのダウンロー
ド前に削除されます。 このコマンドを実行するには、 platadm権限または
fieldeng権限を持っている必要があ り ます。

オプシ ョ ンとオペランド

最も一般的に使用されるオプシ ョ ン とオペランドを次の表に示します。

例

コード例 1  ユーザー名とパスワードを使用するダウンロード

この例では、 任意指定の -u user オプシ ョ ンを使用します。 

-d XSCF ユニッ トに残っている以前のファームウェアイ メージファ イルをすべて
削除し、 その後で終了します。

-l XSCF ユニッ トに残っているファームウェアイ メージファ イルを表示し、 その
後で終了します。

-u user 認証が必要な リモートの ftp サーバまたは http サーバにログインする と きの
ユーザー名を指定します。 パスワードを入力するよ う求められます。 

url  ダウンロードするファームウェアイ メージの URL を指定します。 
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コード例 2 使用可能なファームウェアイ メージファ イルの一覧

コード例 3 以前のファームウェアイ メージファ イルすべての削除

XSCF> getflashimage -u jsmith \
http://imageserver/images/FFXCP1041.tar.gz 
Existing versions: 
        Version                Size  Date 
        FFXCP1040.tar.gz   46827123  Wed Mar 14 19:11:40 2007
Warning: About to delete old versions.
Continue? [y|n]: y 
Password: [not echoed]
Removing FFXCP1040.tar.gz.
  0MB received
  1MB received
  2MB received
...
  43MB received
  44MB received 
  45MB received
Download successful: 46827KB at 1016.857KB/s 

XSCF> getflashimage -l 
Existing versions: 
        Version                Size  Date 
        FFXCP1040.tar.gz   46827123  Wed Mar 14 19:11:40 2007

XSCF> getflashimage -d 
Existing versions:
        Version                Size  Date
        FFXCP1040.tar.gz   46827123  Wed Mar 14 19:11:40 2007
Warning: About to delete old versions.
Continue? [y|n]: y 
Removing FFXCP1040.tar.gz.
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ソフ トウェアドキュ メン トの変更予定
この項には、 ドキュ メ ン トが出版された後に知られるよ うになった、 ソフ ト ウェアド
キュ メ ン トの最新情報が記載されています。

表 5 ソフ ト ウェアドキュ メ ン トの変更予定

ドキュ メン ト ページ番号 変更内容

SPARC Enterprise 
M4000/M5000/M8000/M9000
サーバのすべてのドキュ メ ン
ト

すべての DVD  とい う表記は、 CD‐RW/DVD‐RW に読み替えて
ください。

SPARC Enterprise 
M4000/M5000/M8000/M9000
サーバ XSCF ユーザーズガイ
ド

9‐4 XSCF Web がサポートする Web ブラウザには次のものがあ り
ます。

• Microsoft Internet Explorer 6.0 以降

• Firefox 2.0 以降

• Mozilla 1.7.x 以降

• Netscape Navigator 7.1 以降

ioxadm (8) man page ioxadm （8） man page の権限の項が完全ではあ り ません。

次の記述が完全なものです。

• platop権限 ： オペラン ド env、 list を使用できます。

• platadm権限 ： オペラン ド env、 list、 locator、
poweroff、 poweron を使用できます。

• fieldeng権限 ： オペラン ド env、 list、 locator、
poweroff、 poweron、 reset、 setled を使用できます。

showldap (8) man page
showlookup (8) man page
showcodusage (8) man page
showemailreport (8) man 
page

showldap、 showlookup、 showcodusage、
showemailreport のマニュアルページには、 これらのコマン
ドが fieldeng権限で使用できる こ とは記載されていません。

getflashimage (8) man 
page

XCP 104x では、 新しいコマンド getflashimage を使用でき
ます。 このコマンドは、 XSCF Web に代わってファームウェア
イ メージのダウンロードに使用できます。

getflashimage の簡易版 man page については、
「getflashimage の簡易版 man page」 （P.15） を参照して く
ださい。
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setaudit (8) man page
showaudit (8) man page

setauditおよび showaudit のマニュアルページは、 監査ク
ラスに関する情報に誤りがあ り ます。

以下に監査ク ラスおよびその値を記載します。

ACS_SYSTEM ： 1
ACS_WRITE ： 2
ACS_READ ： 4
ACS_LOGIN ： 8
ACS_AUDIT ： 16 
ACS_DOMAIN ： 32
ACS_USER ： 64
ACS_PLATFORM ： 128
ACS_MODES ： 256

SPARC Enterprise 
M4000/M5000/M8000/M9000
サーバ XSCF ユーザーズガイ
ド

D‐5 「Troubleshooting XSCF and FAQ」 のよ く ある質問 （FAQ）

OS ダンプのオプシ ョ ンは 「request」 ではな く 「panic」 です。

誤記 ：

1. 最初に、 XSCF シェルから panic オプシ ョ ンで reset(8) コマ
ンドを実行します。

SPARC Enterprise 
M4000/M5000/M8000/M9000
サーバ XSCF リ ファレンスマ
ニュアル

ioxadm(8)
コマンド

ioxadm(8) コマンドに必要な権限は次のとおりです。

ユーザー権限 オペランド

platop env, list
platadm env, list, locator, poweroff, poweron
fieldend env, list, locator, poweroff, poweron, reset, 

setled
こ こでの訂正は、 特別に断りがないかぎ りマニュアルページに
も適用されます。 また、 マニュアルページの情報よ り も優先さ
れます。

SPARC Enterprise 
M4000/M5000/M8000/M9000
サーバ XSCF ユーザーズガイ
ド

IOU オンボードデバイスカード （IOUA） のホッ トプラグは、
現時点でサポート されていません。 

表 5 ソフ ト ウェアドキュ メ ン トの変更予定  （続き）

ドキュ メン ト ページ番号 変更内容
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